
年末の交通安全県民運動
12月 1日～ 31日
    

【飲酒運転をなくすために】
　ハンドルキーパーを決めま
しょう。自動車で仲間と飲食
店などに行く時に、お酒を飲
まずに仲間を自宅まで送り届
ける人のことです。
《罰則》
酒酔い運転…5 年以下の懲役
または 100 万円以下の罰金
酒気帯び運転…3 年以下の懲役または 50 万円以下
の罰金
飲酒検地（呼気検査）拒否…3 か月以下の懲役また
は 50 万円以下の罰金
★飲酒をした人に車を貸したり、酒をすすめた人や
同乗していた人も厳しく処罰されます。

◆汲取予定日に留守になる家庭は隣近所に頼んでおいてください。
◆土曜・日曜日、祝日は休みです。
◆野洲・三上・北野・祇王・篠原学区については、汲取の必要な場
合は予定日の２日ほど前から汲の赤い旗を作業員の見える所へ出し
てください。旗が出ていないときは、汲取はできません。
◆汲取の申し込み・支払いは、直接業者へ。
問い合わせ…環境課☎ 589－ 6431、℻589 － 5069

汲取予定日 行政区および字名
1日・2日 大畑・七間場
3日～ 5日 行畑・野洲
8日～ 10日 小篠原・桜生・駅前
11日・12日 市三宅・妙光寺
15日～ 17日 三上
18日・19日 北桜・南桜

24日～ 26日 五反田・山田・縄手・樋ノ尻・稲辻・冨波南
【奥村興業】
☎ 587－ 0015 、℻587 － 0352
フリーダイヤル☎ 0120 － 424110

汲取予定日 行政区および字名
1日 久野部・竹生・北野一丁目
2日 冨波甲・冨波乙・五之里
4日 辻町・上永原
8日 上町・下町・上屋
9日 江部・中北・北
11日 小南・高木
16日 篠原駅前・長島
18日 成橋・街道
22日 入町・大篠原東町・大篠原西町
25 日 小堤

【近江美研】☎、℻同左

汲取予定日 行政区および字名
1日～ 3日 比留田
4日 西河原・吉地
8日 乙窪・北比江
9日 比江・松林
11日 吉川・菖蒲
16日 六条
18日 井口・堤・安治

22日・24日 須原・野田・五条
25日 虫生・木部・八夫

【近江美研】
☎589－4870、℻589－2759

㈶自治総合センターが行う全国自治宝くじ助成制度

宝くじの助成を受けて
自治会の備品を整備しました

【栄六自治会連合会】
　太鼓、みこしを購入
しました。夏祭りには、
太鼓やみこしの巡業を
行い祭りを盛り上げ地
域住民のコミュニティ
活動の促進を図ります。

【北比江自治会】
　ノートパソコン、コ
ピー機、テレビ、プロ
ジェクター、会議用テー
ブル、テント等を購入
しました。今後これら
の備品を老人憩の会や
子ども会、自治会活動に利用して、各種事業の拡大を
行い、コミュニティ活動の促進を図ります。

【妙光寺自治会】
　コピー機、テレビ、
カラオケセット、将棋
盤、碁盤、カロム盤等
を購入しました。これ
らの備品を納涼祭り、
運動会、高齢者サロン
の自治会活動に利用し、今後ますます世代間交流事業
を活発化して自治会活動の活性化を図ります。

◎飲酒運転による人身事故件数1月～ 9月

滋賀県内 野洲市内
件数 47件 2件
死者 6人 0人
傷者 62人 3人

※
年
末
は
混
み
合
い
ま
す
の
で
臨
時
に
汲

み
取
り
を
依
頼
さ
れ
る
場
合
は
、
早
め
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
年
の

汲
み
取
り
は
26
日
㈮
が
最
終
で
す
。
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■第 14回部落史学習会「近代の部落史に学ぶ」
日時…12 月 7 日㈰午後 2時～ 4時
講師…秋定嘉和さん（大阪人権博物館長・京都部落問題
研究資料センター所長）※事前申込不要・当日受付
■しめなわづくり教室（博物館友の会主催）
日時…12 月 20 日㈯午後 1時 30 分～ 3時
参加費…300 円　※電話で事前申し込み受付
■博物館友の会　穴窯陶芸作品展示
日時…12 月 2 日㈫～ 23 日㈷

　

10
月
１
日
、
博
物
館
の
展
示
を

20
年
ぶ
り
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。
１
階
の
ホ
ー
ル
に
は
野
洲

市
全
体
を
眺
め
ら
れ
る
詳
細
な
航

空
写
真
が
あ
り
、
市
内
を
ゆ
っ
く

り
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
２
階

の
「
野
洲
の
歴
史
と
民
俗
」
の
展

示
は
全
面
的
に
改
め
、
こ
れ
ま
で

に
な
か
っ
た
新
し
い
テ
ー
マ
展
示

を
加
え
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に

「
中
山
道
と
朝
鮮
人
街
道
」の
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

博
物
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
展
示
か
ら

「
中
山
道
と

  

朝
鮮
人
街
道
」

■友の会 20周年記念事業「こどもの広場」
日時…12 月 7 日㈰午前 10 時～正午

紙芝居・姫傘づくり・展示見学

　

中
山
道
は
江
戸
時
代
、

幕
府
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ

た
五
街
道
の
一
つ
で
、
原

形
は
古
代
の
「
東
山
道
」

に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

野
洲
市
域
は
守
山
宿
と
武

佐
宿
の
間
に
位
置
し
、
人
々

の
往
来
も
多
く
、
要
人
の

通
行
も
度
々
あ
り
ま
し
た
。

　

朝
鮮
人
街
道
は
、
野
洲

市
小
篠
原
で
中
山
道
か
ら

分
岐
し
、
近
江
八
幡
や
彦

根
の
城
下
町
を
通
り
、
鳥

居
本
で
再
び
合
流
し
、
そ

の
名
は
、
江
戸
時
代
に
朝
鮮
通
信

使
が
通
っ
た
こ
と
に
由
来
し
ま

す
。

　

こ
の
街
道
の
中
で
難
所
の
一
つ

で
も
あ
り
、
最
も
注
目
さ
れ
る
の

が
野
洲
川
で
す
。
江
戸
時
代
野
洲

川
に
は
本
格
的
な
橋
は
架
け
ら
れ

ず
、
重
要
な
人
々
の
通
行
に
は
仮

橋
を
架
け
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
、

川
の
あ
っ
た
野
洲
村
と
野
洲
・
栗

太
両
郡
の
橋
懸
役
26
ヶ
村
が
そ
の

役
負
担
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
橋
懸
役
26
ヶ
村
の
架
け

渡
す
橋
は
極
め
て
限
定
的
で
、
将

軍
の
上
洛
、
姫
宮
の
通
行
、
朝
鮮

人
参
向
帰
国
の
御
用
橋
を
勤
め
る

橋
の
み
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
ま

す
。
26
ヶ
村
中
に
は
野
洲
市
内
で

は
、
井
口
・
西
河
原
・
吉
地
・
木
部
・

久
野
部
・
小
篠
原
・
山
脇
・
市
三

宅
・
五
之
里
の
９
ヶ
村
が
含
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
野
洲
村
は
平

常
の
川
渡
し
は
も
ち
ろ
ん
、
こ

の
26
ヶ
村
が
架
け
渡
す
以
外
の

橋
懸
役
を
負
っ
て
い
た
上
に
、

１
７
１
６
（
正
徳
６
）
年
か
ら
守

山
宿
の
助
郷
役
が
賦
課
さ
れ
、
二

重
役
、
あ
る
い
は
三
重
役
で
あ
る

こ
と
に
苦
し
み
ま
す
。
そ
し
て
、

地
場
産
業
晒
業
の
下
降
と
も
相

ま
っ
て
村
人
の
疲
弊
の
た
め
、
川

役
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に

な
っ
た
と
し
、
１
７
６
１
（
宝
暦

11
）
年
に
は
じ
ま
る
訴
願
の
取
り

組
み
が
は
じ
ま
り
ま
す
。そ
し
て
、

１
７
６
６
（
明
和
３
）
年
ま
で
の

６
年
に
及
ぶ
訴
願
運
動
の
結
果
漸

く
助
郷
役
が
免
除
さ
れ
た
わ
け
で

す
。

　

こ
の
訴
願
の
取
り
組
み
の
詳
細

を
子
孫
の
た
め
に
書
き
残
し
た
記

録
が
残
さ
れ
て
お
り
、「
益
水
凱

旋
録
」
の
タ
イ
ト
ル
が
付
い
て
い

ま
す
。「
益
水
」
は
野
洲
川
の
こ

と
で
、
本
編
６
冊
に
附
録
全
１
冊

を
加
え
た
７
冊
か
ら
な
り
、
訴
願

に
伴
う
支
出
記
録
で
あ
る
「
益
水

費
用
録
」
４
冊
が
付
加
さ
れ
、
桐

箱
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
今
回
の
展
示
に
出
陳
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
記
録
の
解
読
は
、

博
物
館
友
の
会
古
文
書
部
会
で
進

め
ら
れ
て
お
り
、
前
半
４
冊
分
は

先
に
出
版
さ
れ
、
後
半
３
冊
分
の

解
読
書
が
今
月
友
の
会
20
周
年
記

念
と
し
て
出
版
さ
れ
ま
す
。
実
費

頒
布
も
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

242
年
も
前
の
こ
と
な
が
ら
、
訴

願
の
中
で
教
訓
と
す
べ
き
こ
と
も

多
く
、
野
洲
村
の
人
々
が
子
孫
に

託
し
た
熱
い
想
い
を
、
汲
み
取
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ぜ
ひ
、
博
物
館
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。　
（
学
芸
員　

古
川
与
志
継
）

益
水
凱
旋
録
の
展
示


